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学校組織マネジメント指導者養成
研修 

学校名・氏名 
 
岐阜県教育委員会 教育研修課 寺井聡 

活動名 
主タイトル 「12年目研修における取組」 
 
副タイトル 「ミドルリーダー養成研修として」 

課題の設定：学校組織マネジメント研修受講者の意識変革をねらいとした研修の改善について 

「学校組織マネジメンﾄ」という名称の響きから、兎角、受講者は受動的なスタンスを取りやすい問題がある。いわ
ば、「マネジメントは管理職の役目であり、他人事である」という感覚である。この場合、受講者は組織の一構成員
の視点しか持ち合わせていない。学校運営において、その年代に応じた主体的な参画のあり方を思索しにくいという
認知的な立ち位置にいる受講者に対して、その意識変革を目的として、研修内容と研修方法の改善に努めた。 

方針・計画：基本方針 「他人事としての捉えから、自分ごととして捉える視点を獲得させる」 

 仮説として、受講者は、「目に見える」範囲で「ものを考える」傾向にある。そこで、研修では、12 年間にわたる教
師としての経験を振り返らせることで、受講者自身の「視野の広がりや指導力の高まり」を再認識させる。かつまた、
ロールモデルとしての先輩教師と自身を比較させることで、現在の自分が後輩教師にとってどのように見えるのか内
省させる。さらには、若手であった頃の自身の課題と現在の自身の課題に「変化が見られない」ことを再確認させる
ことで、「現状に甘んじてよいか」という問いを示し、教師としての「自尊心」に揺さぶりをかける。この一連の心理的
往還を意図的に研修プログラムとして組織することで、学校運営に対する受講者自身の参画意識の醸成を図る。 

活動内容：※方針・計画に基づいてどのような活動を行ったか、また、複数の活動を展開した場合はその位置づけや関連性を記載してください 

当課においては、毎年、12 年目研修受講者（※ミドルリーダーとしての成長が喫緊の課題として求められる世
代）に対し、悉皆研修として「学校組織マネジメント」の内容を位置付けている。そこで、学校組織マネジメント指
導者養成研修受講者は、成果還元として研修内容の企画と講座講師を担当している。 

活動の成果： ※課題や目標に対し、どんな影響、変化あったか、職員や参加者の声など客観的な情報・データとともに記入して下さい。 

当研修において、様々なワークシートを作成させることで、受講者は「目に見える」範囲で「ものを考える」ことか
ら、次第に「現状に対する自身の不満や不安」に気づき、「成長・向上に対する意欲が、日々の多忙感から減退し
ていたこと」を自覚することができ、未来志向の意見を寄せるようになった。具体的な言葉として、「目指す学校像に
対してのSWOT分析は、これから自分が何をしていくのかを考える良い機会となった」との意見が寄せられている。か
つまた、ロールモデルとしての先輩教師と自身を比較することで、現在の自分の在り方や、組織において自身に求め
られる資質も、若手であった頃の自分とは異なり変化していることを再確認した受講者も多数みられた。具体的に
は、「最近になり、『これからの自分は（10年後に向けて）どうしたいのか？』と考え始めたので良い機会となった」、
「ミドルリーダーとして自分の在り方を見直す機会となった。今後、後進の育成に当たる立場になったことを肝に銘じ
た」など、自らの意識改革を表現するようなアンケートの記述が見られた。 

アピールポイント（アイディアや工夫）：※3～5 つ程度の箇条書きしてください 

①「学校組織マネジメント」の概念の理解を受講者自身の気づきとするために、研修プログラムの在り方を、概念の
説明ではなく、心理的変容のプロセスとして構築した点。 

②学校運営への「主体的参画」のためには、受講者の意識変革が必要であるとして、「現在の自己の客観視」   
  「ロールモデルとの比較」「過去の自分との比較」という作業を用いて、心理的・認知的な自己理解を促した点。 
 

          

 
 




